
に
自
刃
を
命
じ
て
、
恭
順
の
姿
勢
を
示
し
た
か
ら
で
あ
る
。
総
督

の
徳
川
慶
勝
は
こ
れ
を
長
州
藩
の
伏
罪
と
み
な
し
、
諸
藩
に
撤
兵

を
命
じ
た
。
こ
れ
が
の
ち
に
征
討
の
不
徹
底
と
の
そ
し
り
を
う
け

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

二

第
二
次
長
州
征
討

第
二
次
征
長
戦
の
開
始

慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
四
月
、
幕

府
は
征
長
先
鋒
総
督
に
前
尾
張
藩
主

も
ち
の
り

徳
川
茂
徳
を
任
命
し
（
翌
月
、
紀
州
藩
主
徳
川
茂
承
に
交
代
）、
さ

ら
に
は
将
軍
が
征
長
の
た
め
に
進
発
す
る
こ
と
を
布
告
し
た
。

「
長
州
藩
に
お
い
て
、
容
易
な
ら
ざ
る
企
て
が
あ
る
」
と
い
う
曖

昧
な
理
由
に
よ
る
再
征
で
あ
っ
た
。
将
軍
家
茂
は
、
予
定
ど
お

り
、
五
月
十
六
日
江
戸
城
を
出
発
し
、
東
海
道
を
西
上
し
て
閏
五

月
、
上
洛
参
内
し
た
。

こ
の
当
時
、
第
二
次
長
州
征
討
に
関
す
る
諸
藩
の
態
度
は
表
５

―
３８
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
表
を
み
る
限
り
で
は
、
雄
藩
と
い

わ
れ
る
諸
藩
は
こ
の
征
討
に
ほ
と
ん
ど
賛
同
を
示
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。

そ
の
一
方
で
、
長
州
藩
で
は
、
高
杉
晋
作
ら
新
し
い
勢
力
に

よ
っ
て
抗
戦
の
姿
勢
を
と
っ
て
い
た
。

九
月
、
将
軍
家
茂
は
再
上
洛
し
た
。
そ
し
て
、
参
内
し
て
征
長

の
勅
許
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
幕
府
主
導
を
好
ま

表５―３８ 慶応元年４月～閏５月における第２次長州征討に関する諸藩の意見

藩 の 意 見

不可、長州藩内は同藩主以下に鎮静方を申し渡す再征の名義を明示すべし。

長州処分の諸藩主の諮問、評議を尽くすべき。
徳川家の興廃にも関係する重大事。

天下の乱階（乱の起こるきっかけ）になる。
朝意の本意を伺う。

１次征長では寛典に処する。
寛典説を捨てず、再征の非を主張する所存。

再征の不可、決行はなされようが静観する。

藩地を離れがたい事情あり、（池田慶徳の催促に対し）上坂は出来ない。
家老をして長州処分について斡旋中。

藩内の鎮静を図らしめるべし。

一次長征で伏罪中、以後至当の処分待ち。再征は驚愕。徳川家の浮沈に関
する切迫の時勢。

征討の名義不分明。

慎重に考慮し、適宜の処置を行うべし。

鎌田家老は専断して征長軍の先鋒を望んだが、藩内の議論沸騰。藩主は再
征の名義不分明。先鋒の任は辞退する。

再征不可、公に建議しなかった。

征長旗本先鋒を請う。

従軍する。

従軍する。

二念なく征討を行うべし。

（維新史料編纂事務局『維新史』第４巻より作成）

藩主・旧藩主（藩名）

徳川慶勝（尾張藩主）

松平茂昭（福井藩主）

松平慶永（前福井藩主）

池田茂政（備前藩主）

池田慶徳（因州藩主）

浅野茂長（安芸藩主）

藤堂高猷（津藩主）

脇坂安斐（龍野藩主）

徳川茂承（紀伊藩主）

蜂須賀斉裕（阿波藩主）

細川慶順（肥後藩主）

黒田長�（筑前藩主）
井伊直憲（彦根藩主）

井伊直安（與板藩主）

桜井忠興（尼ヶ崎藩主）

松平武聡（浜田藩主）
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な
い
勢
力
か
ら
の
強
い
抵
抗
に
あ
い
、
長
州
藩
の
処
分
が
決
定
で
き
た
の

は
、
翌
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
正
月
二
十
二
日
で
あ
っ
た
。
慶
応
元
年

（
一
八
六
五
）
十
一
月
、
幕
府
は
三
二
藩
に
対
し
て
、
そ
の
攻
略
部
署
を

伝
達
し
た
。
攻
略
口
は
第
一
次
長
州
征
討
と
同
様
の
五
方
面
で
あ
っ
た
。

九
州
諸
藩
に
限
る
と
、
萩
口
は
薩
摩
藩
を
一
番
手
、
久
留
米
藩
を
二
番
手

に
、
小
倉
口
は
熊
本
・
柳
川
・
小
倉
・
小
倉
新
田
・
安
志
藩
を
一
番
手
、

筑
前
藩
・
佐
賀
藩
を
二
番
手
と
し
た
布
陣
で
あ
っ
た
（『
維
新
史
』
第
四

巻
）。幕

府
は
正
月
の
「
処
分
内
容
」
を
長
州
藩
に
伝
え
、
請
け
書
の
提
出
期

限
を
五
月
二
十
九
日
と
し
、
提
出
の
な
い
場
合
は
六
月
五
日
を
も
っ
て
総

攻
撃
を
行
う
こ
と
を
示
し
た
。
し
か
し
、
長
州
藩
は
請
け
書
を
提
出
し
よ

う
と
し
な
か
っ
た
た
め
、
戦
争
は
避
け
ら
れ
な
い
情
勢
と
な
っ
た
。

小
倉
藩
の
戦
闘
準
備

小
倉
藩
の
対
長
州
戦
準
備
は
二
月
に
始
ま
っ

た
。
こ
の
時
の
軍
事
編
制
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。
小
倉
藩
士
を
分
け
て
六
備
二
小
隊
と
称
し
て
い
る
。
一
番
手
、
二
番

手
な
ど
と
称
し
、
小
隊
は
何
某
隊
と
唱
え
る
。

一
番
手
（
備
）

中
老
島
村
志
津
摩
（
一
二
〇
〇
石
）

二
番
手
（
備
）

中
老
渋
田
見
舎
人
（
一
七
〇
〇
石
）

三
番
手
（
備
）

渋
田
見

新

四
番
手
（
備
）

中
老
中
野
一
学
（
一
〇
〇
〇
石
）

五
番
手
（
備
）

中
老
鹿
島
刑
部
（
一
〇
〇
〇
石
）

六
番
手
（
備
）

小
笠
原
織
衛
（
一
五
〇
〇
石
）

小
隊
長
は
外
様
番
頭
平
井
小
左
衛
門
（
一
〇
〇
〇
石
）
と
同
じ
く
高
橋
唯
之
丞
（
五

〇
〇
石
）
で
あ
る
。
こ
の
陣
容
で
、
六
月
四
日
一
番
手
は
古
田
ノ
浦
に
、
二
番
手
は

東
台
場
に
、
三
番
手
は
門
司
ヶ
関
に
、
四
番
手
は
思
永
館
に
、
五
番
手
は
西
台
場
に
、

六
番
手
は
田
野
浦
新
開
に
出
張
し
た
。
そ
し
て
、
二
・
四
・
五
の
三
備
は
順
次
交
替

任
務
に
つ
く
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
た
。（『

福
岡
県
史
』
第
三
巻
下
冊
二
七
五
頁
）

こ
う
し
た
臨
戦
態
勢
が
敷
か
れ
る
前
に
、
領
民
に
は
前
回
の
第
一
次
長

州
征
伐
と
同
様
に
い
ろ
い
ろ
な
負
担
が
課
せ
ら
れ
た
。

三
月

八
日

御
用
干
草
（
馬
の
飼
料
）
三
〇
〇
〇
貫
目

廿
七
日

六
郡
の
農
兵
・
准
農
兵
並
び
に
郷
筒
の
名
前
を
調
べ
て
書
き
出
せ
の

達
し
が
出
る
（
四
月
四
日
に
催
促
の
触
）。

四
月
廿
六
日

島
村
備
・
渋
田
見
新
備
・
小
笠
原
織
衛
備
の
郡
夫
割
な
ど
の
触

五
月
廿
一
日

領
内
の
被
差
別
部
落
に
対
し
て
、
草
鞋
十
万
足
の
割
当
。

廿
四
日

六
月
朔
日
よ
り
の
農
兵
の
番
所
詰
め
割

沓
尾
詰
め
二
人

長
井
手
永
農
兵

稲
童
詰
め
二
人

元
永
手
永
農
兵

文
久
新
地
詰
め
二
人

平
島
手
永
農
兵

大
橋
詰
め
四
人

国
作
手
永
農
兵

〆
但
し
、
一
切
賄
い
代
と
も
一
人
前
、
昼
夜
に
て
七
匁
五
分
宛

六
月

三
日

三
番
備
の
郡
夫
増
員
二
四
〇
人

十
四
日

軍
用
馬
沓
三
〇
〇
〇
足
（
仲
津
郡
四
五
五
足
）
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（
福
岡
県
文
化
会
館
編
『
慶
応
二
年
丙
寅
豊
前
国
仲
津
郡
国
作
手
永
大
庄
屋
御
用
日

記
』）

こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
課
役
が
申
し
渡
さ
れ
て
あ
わ
た
だ
し
さ
を
増
し

て
き
た
。
こ
の
時
の
農
兵
は
表
５
―
３９
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
各
藩
の
軍
勢
の
駐
兵
が
始
ま
っ
た
。

六
月

三
日

老
中
小
笠
原
長
行
、
開
善
寺
へ
着
陣

十
二
日

幕
府
別
手
組
三
百
人
、
小
倉
着
、
惣
白
羽
織
を
用
い
る
。
隊
長
多
賀

靱
負

十
四
日

幕
府
千
人
組
百
六
人
、
小
倉
着
、
仕
度
は
惣
黒
装
束
に
て
襟
丈
は
惣

白
で
あ
る
。
隊
長
西
脇
藤
右
衛
門

十
五
日

幕
府
千
人
組
百
三
十
三
人
、
小
倉
着
、
仕
度
右
同
断

十
六
日

肥
後
細
川
勢
五
千
八
百
人
、
広
寿
山
へ
宿
陣
、
家
老
長
岡
監
物

十
八
日

肥
後
細
川
勢
五
千
八
百
人
、
備
大
将
溝
口
蔵
人
小
倉
着

十
九
日

肥
後
細
川
勢
千
余
人
、
小
倉
着

外
に
肥
前
唐
津
藩
家
老
多
賀
長
兵
衛
、
同
西
脇
東
左
衛
門
率
兵
出
張

肥
前
島
原
勢

筑
前
本
屋
瀬
駅
に
出
張
す

筑
後
柳
川
藩

青
黄
赤
白
黒
の
五
備
、
城
野
村
片
野
村
へ
宿
陣

豊
後
竹
田
藩

同
勢
二
千
二
百
人
、
中
川
修
理
太
夫

（『
福
岡
県
史
』
第
三
巻
下
冊

二
七
四
〜
七
五
頁
）

ま
た
、
各
藩
の
宿
陣
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ

た
。肥

後
熊
本
藩
溝
口
某
の
兵
広
寿
山
、
同
藩
長
岡
監
物
の

兵
蒲
生
村
、
筑
後
柳
川
の
兵
長
延
寺
、
豊
後
府
内
の
兵

大
柳
寺
・
徳
蓮
寺
・
廣
聖
寺
、
播
州
安
志
藩
主
御
下
屋

敷外
に
小
笠
原
壱
岐
守
は
小
倉
口
軍
奉
行
と
し
て
開
善

寺
、
塚
原
但
馬
守
は
大
目
付
と
し
て
明
福
寺
に
出
陣
し

た
。

（「
小
倉
藤
田
弘
策
日
誌
」『
福
岡
縣
史
資
料
』
第
八
輯

六
三
三
頁
）

表５―３９ 農兵の応募人数（慶応２年）

小計

１７０
１８０
１２３
１４６
８９
５５

３５０

５０
５０
１００
１００

５０
５０
５０
６０
５０

５０
５０
５０
５０

７５
９０

１，９４１

２６

３２

５８

「六郡村名・寵数内外調子帳」（長井文書）
（『豊津藩歴史と風土』第３輯１９ページ）

准農兵

－
１３５
－
－
－
－

－

－
－
－
－

－
－
－
－
－

－
－
－
－

－
－

１３５

－
－
－

－

郷筒

１７０
１７

１２３
１４６
８９
５５

１０５

１
２
１
１

－
－
４
２２
－

１２
１
３
－

４
８

１，８０６

－

－

－

農兵

３１

２４５

４９
４８
９９
９９

５０
５０
４６
３８
５０

３８
４９
４７
５０

７１
８２

２６

３２

５８

手永

富 野
津 田
小 森
片 野
城 野
今 永

伊田・添田
糒・上野
金田・猪膝

久 保
黒 田
延 永
新 津

元 永
国 作
長 井
節 丸
平 嶋

安 武
椎 田
角 田
八 田

友 枝
三毛門

久路土

岸 井

郡

企

救

田

川

京

都

仲

津

築

城

上
毛

計

新
田
藩

小

倉

計
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小
倉
藩
の
敗
退

小
倉
藩
と
肥
後
藩
を
中
心
と
す
る
小
倉
口
は
、
小
倉

領
内
で
の
戦
い
と
な
っ
た
。
六
月
十
七
日
、
長
州
藩

の
軍
艦
か
ら
田
の
浦
や
門
司
あ
た
り
を
先
制
砲
撃
さ
れ
、
高
杉
晋
作
と
山

県
有
朋
の
率
い
る
奇
兵
隊
な
ど
か
ら
攻
撃
を
う
け
た
。
前
後
し
て
、
幕
府

の
千
人
隊
や
肥
後
藩
の
大
部
隊
が
到
着
し
た
。
七
月
三
日
長
州
軍
は
大
里

（
現
北
九
州
市
門
司
区
）
に
進
入
、
更
に
赤
坂
（
現
北
九
州
市
小
倉
北
区
）

を
攻
略
し
て
小
倉
城
下
を
め
ざ
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
小
倉
藩
兵
は
肥

後
藩
の
応
援
で
こ
れ
を
撃
退
し
た
。
互
角
に
戦
っ
て
い
た
の
は
こ
こ
ま
で

で
あ
る
。
長
州
藩
が
「
四
境
戦
争
」
と
呼
ぶ
こ
の
戦
い
で
、
な
ん
と
か
幕

府
軍
が
持
ち
こ
た
え
た
の
は
芸
州
口
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
の
方
面
は
幕

府
の
精
鋭
部
隊
が
戦
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
ほ
か
で
は

長
州
藩
が
圧
倒
し
た
。

や
が
て
七
月
晦
日
に
、
小
笠
原
長
行
ら
幕
兵
は
、
に
わ
か
に
軍
艦
で
長

崎
に
逃
れ
た
。
こ
れ
は
、
大
坂
在
陣
中
の
十
四
代
将
軍
徳
川
家
茂
が
没
し

た
と
の
報
が
入
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
前
線
で
幕
閣
を
代

表
す
る
最
高
指
揮
官
が
脱
走
し
た
わ
け
だ
か
ら
、
全
軍
の
崩
壊
は
ま
ぬ
か

れ
な
い
。
こ
の
直
前
、
中
心
部
隊
の
肥
後
藩
兵
は
陣
払
い
し
、
諸
藩
も
や

が
て
同
じ
行
動
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
八
月
一
日
、
小
倉
藩
は
小
倉
城
に
火
を
放
ち
、
孤
立
の
中
で
の

戦
い
を
強
い
ら
れ
た
。
本
営
を
田
川
郡
に
移
し
て
の
抵
抗
・
持
久
戦
に
入

り
、
戦
線
を
企
救
郡
と
田
川
・
京
都
両
郡
の
境
に
後
退
さ
せ
て
長
州
軍
と

対
峙
し
た
。
更
に
、
藩
庁
は
田
川
郡
香
春
に
移
し
た
（
こ
れ
以
降
、
藩
庁

を
仲
津
郡
豊
津
に
藩
庁
を
移
す
ま
で
、
香
春
藩
と
い
う
）。
ま
た
、
世
子
豊

千
代
丸
・
藩
主
忠
幹
未
亡
人
は
警
護
の
家
臣
と
と
も
に
肥
後
熊
本
に
落
ち

の
び
て
い
た
。
実
は
、
九
代
藩
主
小
笠
原
忠
幹
は
前
年
の
慶
応
元
年
（
一

八
六
五
）
の
九
月
に
亡
く
な
っ
て
い
た
が
、
時
局
の
厳
し
い
時
に
あ
っ
て

ひ
た
隠
し
に
さ
れ
て
い
た
。

慶
応
二
年
の

百
姓
一
揆

慶
応
二
年
八
月
一
日
小
倉
城
の
自
焼
と
時
を
同
じ
く
し

て
、
京
都
・
仲
津
両
郡
で
広
範
な
百
姓
一
揆
が
発
生
し

た
。
こ
の
一
揆
は
、
苅
田
辺
か
ら
発
生
し
て
ま
た
た
く
間
に
新
津
手
永
・

久
保
手
永
・
黒
田
手
永
と
波
及
し
、
大
庄
屋
・
庄
屋
役
宅
を
打
ち
こ
わ
し

て
、
翌
二
日
に
は
仲
津
郡
・
築
城
郡
・
上
毛
郡
に
も
波
及
し
た
。
京
都
郡

の
打
ち
こ
わ
し
勢
は
同
郡
行
事
村
の
正
八
幡
宮
に
集
結
し
て
、
村
々
の
御

水
帳
焼
亡
を
目
標
に
掲
げ
た
。
水
帳
の
焼
却
に
つ
い
て
は
、
上
毛
郡
の
首

魁
清
次
郎
は
「
水
帳
を
な
く
す
れ
ば
、
税
金
を
出
す
必
要
が
な
く
な
る
」

（「
築
上
郷
土
史
讀
本
」『
福
岡
縣
史
料
叢
書
』
第
八
輯
所
収
）
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。

京
都
郡
の
一
揆
は
七
曲
峠
（
現
、
田
川
郡
香
春
町
と
京
都
郡
勝
山
町
の

境
）
ま
で
押
し
寄
せ
た
。
仲
津
郡
大
庄
屋
の
国
作
昇
右
衛
門
は
八
月
三

日
、
仲
津
郡
筋
奉
行
の
和
田
藤
左
衛
門
に
対
し
て
出
動
を
要
請
し
た
。
翌

四
日
に
鎮
圧
隊
が
到
着
し
た
た
め
、
一
揆
は
鎮
静
し
た
。
こ
の
一
揆
全
体

の
動
向
に
つ
い
て
は
、
表
５
―
４０
を
参
照
し
て
頂
き
た
い
。

第５編 近 世

766



三

長
州
と
の
終
戦
交
渉
と
小
倉
藩
の
「
開
国
」

藩
主
忠
忱
の

肥
後
避
難

豊
千
代
丸
（
十
代
藩
主
忠
忱
）
と
故
忠
幹
の
夫
人
一
行

は
、
七
月
三
十
日
に
小
倉
か
ら
田
川
郡
香
春
の
御
茶
屋

に
避
難
し
た
。
肥
後
に
避
難
し
た
の
は
、
豊
千
代
丸
、
故
忠
幹
夫
人
、
姫

君
二
人
、
千
束
藩
主
故
小
笠
原
備
後
守
貞
謙
の
遺
児
、
故
小
笠
原
敬
次
郎

の
遺
児
を
中
心
に
、
奥
向
き
の
女
中
衆
老
女
三
人
・
中
老
三
人
・
お
側
四

人
・
そ
の
他
一
七
人
と
下
女
十
数
名
で
あ
っ
た
。
警
護
の
藩
士
は
、
家
老

表
５
―
４０

慶
応
二
年
の
百
姓
一
揆
の
動
向

郡

名

日

一

揆

の

あ

ら

ま

し

京

都

郡

一
日

（
マ
マ
）

藩
権
力
の
象
徴
で
あ
る
小
倉
城
の
自
焼
と
同
時
に
一
揆
が
勃
発
し
た
。「
刈
田
辺
よ
り
百
姓
一
揆
逢
起
」（
慶
応
二
丙
寅
『
仏
山
堂
日
記
』）
し
、
新
津
手
永
の
大

庄
屋
役
宅
を
打
ち
こ
わ
し
、
家
財
を
積
み
立
て
焼
き
払
う
。
久
保
七
右
衛
門
宅
、
末
松
安
右
衛
門
宅
、
黒
田
喜
左
衛
門
宅
も
焼
き
払
う
。
そ
れ
よ
り
、
行
事
村
（
現

行
橋
市
市
街
）
に
押
し
移
り
、
町
家
を
夥
し
く
打
ち
こ
わ
し
た
（『
仏
山
堂
日
記
』）。

二
日

一
揆
は
郡
中
一
円
に
な
る
。
行
事
村
正
八
幡
宮
に
集
合
し
、
村
の
水
帳
を
焼
き
払
う
べ
し
と
決
定
し
た
。
そ
し
て
延
永
健
右
衛
門
宅
を
打
ち
こ
わ
し
て
後
、
二
手

に
分
か
れ
た
。
一
手
は
役
宅
を
打
ち
こ
わ
し
な
が
ら
、
村
上
仏
山
の
居
村
の
稗
田
村
方
面
に
や
っ
て
き
た
。
貫
一
郎
方
は
金
子
五
〇
〇
両
ほ
ど
・
米
穀
を
出
し
て

難
を
の
が
れ
た
。
そ
し
て
、
上
田
川
原
に
集
合
し
て
評
議
。

も
う
一
手
は
、
既
に
、
久
保
新
町
に
押
し
寄
せ
、
箕
田
・
矢
山
方
面
に
向
か
お
う
と
し
た
。
そ
こ
で
、
郡
代
か
ら
派
遣
さ
れ
た
鎮
圧
隊
の
発
砲
に
よ
っ
て
、
散
々

に
な
っ
て
逃
げ
帰
っ
た
（『
仏
山
堂
日
記
』）。

上

毛

郡

二
日

二
日
よ
り
京
都
・
仲
津
・
築
城
・
上
毛
諸
郡
の
富
豪
及
び
庄
屋
の
宅
を
襲
い
、
乱
暴
狼
藉
を
極
め
た
（
「
築
上
郷
土
史
読
本
」『
福
岡
縣
史
料
叢
書
』
第
八
輯
所
収
）。

三
日

我
が
上
毛
郡
で
は
八
屋
村
清
兵
衛
が
首
魁
と
な
っ
て
一
揆
を
起
こ
し
た
。
清
兵
衛
は
、
八
屋
下
町
の
目
明
か
し
虎
蔵
の
所
に
出
入
り
し
て
い
る
無
頼
の
徒
で
、
小

倉
変
動
の
際
、
小
倉
に
お
っ
て
各
所
に
暴
動
が
起
こ
る
の
を
見
て
、
八
屋
に
帰
村
し
て
三
日
に
暴
動
を
起
こ
し
同
町
の
者
を
勧
誘
し
、
ま
ず
代
屋
と
い
う
酒
屋
を

荒
し
た
（
同
）。

四
日

宇
島
に
入
っ
て
、
万
屋
を
襲
い
、
酒
槽
を
打
ち
こ
わ
し
、
造
酒
四
〇
〇
石
を
流
し
捨
て
、
い
っ
た
ん
八
屋
賢
明
寺
に
集
合
（
同
）。

五
日

今
市
方
面
に
出
て
、
大
村
の
庄
屋
宅
を
荒
ら
し
、
そ
れ
よ
り
各
所
を
荒
し
回
っ
た
（
同
）。

一
揆
の
後
始
末

二
日

久
保
新
町
で
は
、
役
人
が
一
人
鉄
砲
で
打
ち
留
め
、
九
人
を
召
し
捕
り
、
そ
の
う
ち
、
三
人
は
す
ぐ
に
新
町
で
斬
罪
、
鉄
砲
で
殺
さ
れ
た
一
人
の
首
と
も
晒
さ
れ

た
（
一
つ
は
新
町
に
獄
門
、
三
つ
は
行
事
で
獄
門
、
外
の
五
人
は
香
春
に
引
っ
張
ら
れ
た
）。

四
日

沓
尾
村
（
京
都
郡
）
平
次
郎
は
斬
首
、
晒
し
も
の

五
日

夕
刻
、
郡
代
高
来
作
之
丞
が
兵
十
余
人
を
引
き
連
れ
、
発
砲
し
て
鎮
圧
し
た
の
で
一
揆
勢
は
逃
亡
し
た
（「
築
上
郷
土
史
読
本
」『
福
岡
縣
史
料
叢
書
』
第
八
輯
所

収
）。

一
三
日

八
屋
村
（
上
毛
郡
）
清
兵
衛
は
斬
首
、
晒
し
も
の

（『
仏
山
堂
日
記
』、『
築
上
郡
志
』、『
国
作
手
永
大
庄
屋
日
記
―
慶
応
二
年
』）
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